
“命最優先" の教育 を行
～浜名湖ボー ト転覆事故を教訓にして～

(平成 22年 6月 18日 )

友章 さんは「『時がすべてを

癒や して くれる』。その言葉

の意味は またわからない」。
光美さんは 「娘 と過 ごした

日々から離れていくのがつら

い」。そんな思いを抱えなが

ら過ごす。 (記事より抜粋 )
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⑨娘を失つた痛みが薄れることはなしヽ
(H22 12 22)

④校長、全校朝会で説明と謝罪(H22621)

全校集会で、生機に浜名湖でのポート転覆

死亡寧数の経緯を話す水野克IIB7xt長。

⑤安全,危機管理徹底を!(H22621) ⑥事故
の原因は '真相は?
西野さん記者会見 (H2210

の判断はどうだつたのか ?
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む家3Fふだでら金柔〔姥称湊はぁりません。あの日、笑顔で花莱さんを送り出したご
両雪に,ヒλ彗象だf誌ギ
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[¶負電奪撫獣地域の方々等多くの人々の心に傷を負
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私たちは、この事故をけつして風|ヒさせることなく、あらゆる教育活動において、いのち

を第一に考え、安全を常に確保し、安心して教育活動が展開されるよう努めてまいります。

そして、無念な思いで天国にいつた花菜さんの夢や願いの灯を子どもたちとともにいつま

でも灯しつづけ、彼らの成長の礎になっていくよう、取り組んでまいりたいと思います。
平成22年 12月 18日

①野外活動中にボート事故発生(H22618)

②豊橋市教育委員会記者会見で謝罪(H22618)

豊橘市の加藤正俊教育長ら同市教育

委員会の幹部ら4人 が 18日 午後 11

時すぎ、章南中学校て記者会見し、「最

悪の事故が起きて申し訳ないJと謝罪。

「]1練実施の判断は誤りだつたと思

う」と起立して深々と頭を下げた。

章南中の教職員はこうありたい
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いては全国に向けて発信する。

③訓練実施の判断は適切か?
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荒天の中、訓練を実ltし た中学校

や静岡県立ニケ日青年の家の判断は

適切だつたのか、浜松市lL区の浜名

湖で愛知県豊橋市の女子中学生一人

が副織中に死亡したカッターボー ト

転覆事故は十九日、警察などによる

本格的な原因究明が始まつた。人を

乗せたままモーターボートでえい航

した方法にも専門家から疑 P・5の 声が

上がつた。
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③豊橋市教委対応マニュアル提示
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